


























































例 図 1-4 



















































第 1 節 研究の背景 
第 2 節 先行研究 
     1.先行研究の概観 
     2.抽象表現に関する先行研究 
第 3 節 研究の目的と意義 
第 4 節 研究の構成 
 






































することに大きな関心を寄せている。この展開の詳述は第 5 章に譲る。 




























































































































































































































































































が、その中にあって土金康子(1961-)は『Domoto Insho(1891-1975) and Buddhist Temple 
Art in Twentieth Century Japan』(The degree of Doctor of Philosophy in the Graduate 













































































第 4 節 研究の構成 
 本論文は、序章をはじめとして、第 1 章から 5 章の内容と、終章で構成されている。 





















の受容を推察した。第 1 節では 1 度目の渡欧における堂本の西洋美術に対する鑑賞の
観点が構成、色彩、量感に注目し、画面の空間表出を見出しているものであったこと
を示している。そして、第 2 節では、2 回目の渡欧とその直前の事象を基に、当時の
欧州の抽象表現の背景と、堂本との傾向の類似点と相違点を考察した。そして、堂本
が日本絵画の筆勢を用いた表現に、可能性を見出したことを考察した。 
 このような点を踏まえて第 3 節では、堂本の抽象表現における思想に迫り、その制
作観と、原始美術や西洋美術等の外的要因からの受容を、堂本が自身の表現として日
本的に昇華しようとする姿勢を示した。 






















































の第 1 章、第 1 節の 3 で示すように堂本は筆の痕跡を線と捉えていた。これらを
受けて本論においては、その単体、複数を問わず呼称を線とすることとしている。 
3  紺紙金泥とは、藍によって紺色に染められた料紙に金泥で描写されたものである。
（『和英対照日本美術用語辞典普及版』東京美術、1990 年、234 頁参考） 
4 白隠や仙崖はそもそも禅僧である。そのため、山下裕二（1958-）は白隠の絵画が
独学であるという見方を示している。（山下裕二：「白隠のいる美術史へ」『禅画に
込めたメッセージ白隠展』ＢＵＮＫＡＭＵＲＡ、2013 年、16 頁参考） 
5 堂本印象：『画室の窓』朝日新聞社、1954 年、42 頁引用 
6 米原牧子、木嶋彰、杉林俊雄、山辺秀敏：「マティエールの表現効果に関する考察」
『色材協會誌 74』色材協会、2001 年、4 頁参照 
7 武蔵義弘：「こどもと色彩」『千葉大学人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書














することである。」と記されている（金開堂 推訳・編：『画道要訣』2010 年、2 頁
参考） 
9 江川和彦：「絵画の中の線の展開をたどって－日本絵画の線の拠りどころ」『三彩』





11  辻惟雄：『日本美術の歴史』東京大学出版会、2005 年、187-203 頁参考 


























22 河北は 1977 年に開催された「堂本印象展－美の巡礼－」展の図録等に本文に記し
た言葉を用いている。  







26 下店静市：「印象芸術の分析」『印象の作品』明治書房、1963 年、104-110 頁参考 
27 上村鷹千代：「堂本印象小論」『三彩』1964 年 1 月号、63 頁引用 
28 ミッシェル・タピエ：「高度の文明をもつ芸術家」『堂本印象』京都書院、1965 年、
91 頁参考  
29 大須賀潔：「堂本印象の抽象画－イメージ・シンボルから詩的なるものの美へ－」
『堂本印象－抽象編』京都書院、1980 年、173 頁参考 
30 山田由希代：「堂本印象の日本画における斬新さとその手法－眼と心」『特別企画 
超「日本画」モダニズム』京都府立堂本印象美術館、2008 年、117 頁引用  
31 原田平作：「近代日本美術史に占める堂本印象（1891-1975）の位置と印象芸術の特
質」『日本の近代美術－欧米と比較して－』晃洋書房、1997 年、410 頁参考 
32 富永惣一：「堂本印象とその芸術」『堂本印象』光琳社、1965 年、106 頁引用 
33 下店静市：「印象芸術の分析」『印象の作品』109 頁引用 
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34 下店静市：「印象芸術の諸問題」『堂本印象』109 頁引用 






































































第２節 日本画における抽象表現と 1945 年以降の時代背景 









































明治 24 年 
 12 月 25 日、酒醸業堂本伍兵衛、芳子の三男として京都に生まれる。本名は三之助。 
1902 年 
明治 35 年 
11 歳 京都市立中立尋常小学校卒業。 
1906 年 
明治 39 年 
15 歳 3 月、京都市立第一高等小学校（現上京中学校）卒業。 
4 月、京都市立美術工芸学校図案科入学。 
1910 年 
明治 43 年 
19 歳 3 月、京都市立美術工芸学校図案科卒業。 
三越図案部に関係した後、西陣の龍村平蔵工房に勤め、図案を描く。 
1918 年 
大正 7 年 
27 歳 4 月、日本画家を志して京都市立絵画専門学校（現京都市立芸術大学）に入学。 
日本画を制作する傍、余技として木彫彩色の人形を大正 7 年から大正 9 年にかけて制作
する。 
1919 年 
大正 8 年 
28 歳 10 月、第 1 回帝展に初入選する。 
1920 年 
大正 9 年 




大正 10 年 
30 歳 3 月、京都市立絵画専門学校卒業。卒業制作は同校買い上げとなる。つづいて研究科に
進む。 
4 月から 5 月、中国の中部、および山東、満州方面を遊歴する。 
10 月、第 3 回帝展で特選を受賞する。 
1922 年 
大正 11 年 
31 歳 3 月、東京府平和記念博覧会にて金賞を受ける。 
4 月から 5 月、中国の蘇州、杭州、揚州方面を訪れる。 




大正 12 年 
32 歳 4 月から 5 月、中国の中部を旅行する。 
11 月、日本美術展（毎日新聞社主催）に出品する。 
1924 年 
大正 13 年 
33 歳 3 月、京都市立絵画専門学校研究科卒業。 
5 月、帝展委員に任命され、第 5 回帝展の審査員をつとめ、作品を出品する。 
5 月、青甲社第 1 回展に出品する。以降同展に出品をつづける。 
1925 年 
大正 14 年 
34 歳 10 月、第 6 回帝展で帝国美術院賞を受賞する。 
京都・大徳寺龍翔寺襖絵を描く。 
1926 年 
大正 15 年 
35 歳 5 月、第 2 回青甲社展（聖徳太子奉賛展）に出品する。 
 
1927 年 
昭和 2 年 
36 歳 10 月、第 8 回帝展の審査員をつとめる。このあと同審査員を 10 回展、12 回展、14 回
展とつとめる。 
1929 年 
昭和 4 年 
38 歳 6 月、パリ日本美術展に出品する。 
 
1930 年 
昭和 5 年 
39 歳 4 月、ローマ日本美術展に出品する。 
8 月、京都市立美術工芸学校教諭となる。（昭和 11 年まで） 
大分・富貴寺本堂壁画を模写する。 
1931 年 
昭和 6 年 
40 歳 京都・仁和寺黒書院襖絵を描く。 
京都・知恩院の依頼により、国宝、藤原隆信筆《法然上人像》を模写する。 
1933 年 
昭和 8 年 




昭和 9 年 





昭和 10 年 
44 歳 5 月、帝展改組にあたり参与となる。 




皇太子殿下生誕記念奉祝のための制作を行う。（12 月 23 日、衆議院議員一同より献上） 
1936 年 
昭和 11 年 
45 歳 1 月、京都市立絵画専門学校教授となる。（昭和 16 年 5 月まで） 
10 月、文展に出品し、監査展の審査員をつとめる。 
高野山根本大塔の壁画および柱絵に着手する。（昭和 17 年完成） 
京都・醍醐三宝院純浄観襖絵を描く。 
1937 年 
昭和 12 年 
46 歳 11 月、第 1 回新文展の審査員をつとめ、出品する。この後同展の審査員を第 4 回展、
第 6 回展でつとめる。 
1938 年 
昭和 13 年 
47 歳 天皇陛下に作品を献上する。 
東丘社第 1 回展に出品する。以降亡くなるまで同展を主宰し、出品する。 
1939 年 
昭和 14 年 
48 歳 朝鮮の平壌、京城、慶州に旅行する。 
大阪・四天王寺宝塔壁画および柱絵に着手する。（昭和 17 年完成） 
1940 年 
昭和 15 年 
49 歳 4 月、ニューヨーク万国博覧会に出品する。 
1941 年 
昭和 16 年 
50 歳 京都・住友家持仏堂芳泉閣壁画を制作する。 
高野山根本大塔柱絵十六大菩薩を描く。 
1943 年 
昭和 18 年 




昭和 19 年 





昭和 20 年 
54 歳 9 月、京都市美術館の評議員となる。 
第 1 回京展の審査員をつとめる。以後同展の審査員と共に、出品を重ねる。 
1946 年 
昭和 21 年 
55 歳 10 月、文部省第 2 回日本美術展覧会（日展）の審査員をつとめる。以後、3 回展、4 回
展、5 回展、7 回展、9 回展、12 回展とつとめる。 
1947 年 
昭和 22 年 
56 歳 7 月、藤田嗣治との二人展を東京・京都・大阪高島屋において開催する。 
1948 年 
昭和 23 年 
57 歳 京都・平安神宮書院襖絵を描く。 
 
1950 年 
昭和 25 年 






昭和 26 年 
60 歳 5 月、青甲社創立 30 周年記念展に出品する。 
最高裁判所大法廷壁画を制作する。 
徳島・般若院本堂および書院襖絵を描く（昭和 25 年着手） 
1952 年 
昭和 27 年 
61 歳 4 月、日本政府より連合軍総司令官リッヂウェイ大将に贈る作品を制作する。 
5 月から 11 月、イタリア、西ドイツ、スペイン、フランス、スイス等を遊歴する。 
外務大臣官邸のために制作を行う。 
1953 年 
昭和 28 年 
62 歳 1 月、滞欧スケッチ展（朝日新聞社主催）に 60 点余りのスケッチを陳列する。 
朝日新聞社より、アイゼンハワー米大統領へ就任祝いとして贈る作品を制作する。 
福井地方裁判所ホールのステンドグラスを制作する。（昭和 30 年完成） 
1954 年 
昭和 29 年 





昭和 30 年 
64 歳 5 月、国際美術展（毎日新聞社主催）に出品する。 
 
1956 年 65 歳 東京・浅草寺観音堂天井画を制作する。 
28 
 
昭和 31 年 
1957 年 
昭和 32 年 
66 歳 東京・浅草寺観音堂天井画を制作する。 
1958 年 
昭和 33 年 




昭和 34 年 




昭和 35 年 
69 歳 ミュンヘン市美術館における「形態・構造・意味」展に出品する。 
1961 年 
昭和 36 年 









11 月、第 4 回新日展の審査員をつとめる。 
1962 年 
昭和 37 年 







昭和 38 年 








昭和 39 年 
73 歳 8 月、堂本印象抽象画展を京都、神戸、大阪大丸で開催する。 
 
1965 年 
昭和 40 年 
74 歳 3 月、社団法人堂本印象美術館を京都に設立する。 
京都・西芳寺書院襖絵を描く。 
1966 年 
昭和 41 年 




昭和 43 年 
77 歳 岐阜・乙津寺客殿襖絵を描く。 
京都・恵美須神社拝殿天井画を制作する。 
1969 年 
昭和 44 年 





昭和 45 年 
79 歳 9 月、大阪高島屋において「陶芸と抽象絵画展」を開催する。 
大阪・万国博覧会ホール緞帳を制作する。 
1971 年 
昭和 46 年 




昭和 48 年 






昭和 49 年 
83 歳 愛知・豊田市文化芸術センター緞帳を制作する。 
最高裁判所新庁舎大会議室壁画を完成させる。 
1975 年 
昭和 50 年 










頭格の生徒であった 2、としている。また、堂本は 1919 年以降、帝展に出品し早くか
ら受賞するなどの高い評価を得ている。特に 1925 年に帝国美術院賞を受賞したことは
特筆すべき事項である。この頃の堂本は、青甲社と帝展への出品の他に、大徳寺、仁













の旅であった 4。堂本はこの旅で制作したスケッチを 1953 年に発表し、1955 年には『美
の跫音』として旅行記を刊行している。 
1960 年代以降、堂本は 1961 年の個展後に再度ヨーロッパを視察している。二度目
の旅行はヨーロッパにおける抽象画の将来を発見することが目的であった 5。また、
同年に文化勲章を受章した。この時期はイタリア、フランスを中心とした展示、個展






























































































































































































































































っていたことを示していると考えられる。橋本に関しては第 3 節にて詳述する。 
 
第 2 節 日本画における抽象表現と 1945 年以降の時代背景 
 堂本が抽象表現を行った時期は 1956 年頃から 1975 年までである。本論において特
39 
 














































































る。両者の 1950 年から 1960 年代以降の表現は、画面の厚塗り、絵具の粒子の質感を





























































































































































































































































































 第 2 節で示したように、杉山の作品は岩絵具の粒子感が顕在化している。本項では、
その傾向が見られるようになった 1960 年以降の作品を取り上げ、表現の特徴を示す。 
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第 2 章 堂本印象の抽象表現における線質の特徴 
序 
第 1 節 日本絵画からの受容  
     1.京都市立絵画専門学校での写生と運筆  
     2.模写における線の受容 
3.筆法の重視の一貫性 
第２節 抽象表現と主題  
  1.題名の特徴 






































































堂本の在籍した大正期の実技内容を表 2-1 にまとめた。 
 
















表 2-2 堂本の在籍していた学年と教員氏名の相対表 
年 堂本の学年 教員 堂本に関する補足 
大正 7 年 
（1918 年） 




大正 8 年 
（1919 年） 





大正 9 年 
（1920 年） 
本科 3 年 西山翠嶂 
竹内栖鳳 
青甲社入塾 
大正 10 年 
（1921 年） 
研究科 1 年 不明  
大正 11 年 
（1922 年） 
研究科 2 年 不明  
大正 12 年 
（1923 年） 




















































































堂本は、本科 3 年に在学中である 1920 年から 1947 年までの間に模写と寺院の壁画、
柱絵の制作という古典絵画の研究を行っている。筆者は、堂本の行った模写と壁画、柱






表 2-3 堂本の行った模写と壁画、柱絵制作 
年 制作  





昭和 3 年 
（1928 年） 
「承陽大師像」 模写 







昭和 6 年 
（1931 年） 
「法然上人像」 模写 
昭和 17 年 
(1941 年) 
「高野山大塔柱絵十六大菩薩」 制作 





昭和 22 年 
（1947 年） 
「菅原道真像」 模写 
















































































































































































1954 年 十字架 ○      
1955 年 生活  ○     
1956 年 意識  ○     
 存在  ○     
1957 年 無明 ○      
 浄穢 ○      
1958 年 絶望の絶望  ○     
 無礙 ○      
1959 年 断定  ○     
 知覚  ○     
1960 年 宇宙軌跡   ○    
 作品 A     ○  
 華   ○    
 希望と信頼  ○     
 作品 5     ○  
 風神   ○    
1961 年 暈光   ○    
 交響    ○   
1962 年 纏  ○     
 流れる音    ○   
 走る  ○     
 誠実の展開  ○     
 響    ○   
1962 年 善の交叉  ○     
 海の花園    ○   
 凝集の持続     ○  
 朗  ○     
 結集  ○     
 閃光    ○   
74 
 
 結ぶ  ○     
 友誼の結集  ○     
 紫の空間     ○  
 逆説     ○  
 幻楽音    ○   
1963 年 回帰     ○  
 友情  ○     
 縁起 ○      
 執着 ○      
 煩悩 ○      
 情の解縛  ○     
 生起  ○     
 瀬戸内海 A   ○    
 瀬戸内海 B   ○   竹林寺書院襖絵 
 雷神   ○    
1964 年 輪廻の記念碑 ○      
 花の群れ   ○    
 庭の四季   ○    
 歓喜の上昇  ○     
 久遠発酵 ○      
 海の秘境  ○     
1965 年 羂索不空 ○      
 久遠 ○      
 国師 ○     西芳寺書院礪精閣襖絵 
 悟 ○      
1966 年 勤労の歓喜  ○     
 証言序     ○  
 前置勘考 ○      
 時の秘鍵     ○  
75 
 
 覚機     ○  
 歓喜  ○     
 速律の栄光     ○  
1967 年 如実 ○      
 はるかなる海   ○    
 祖師の密跡     ○  
 執着の離脱 ○      
 幻覚     ○  
 解脱垠 ○      
1968 年 ロゴスの不滅 ○      
 聖家族 ○      
 融和     ○  
 超ゆる空   ○    
 妍春    ○  乙津寺書院襖絵 
 暗香    ○   
 光る庭   ○    
1969 年 聖歌 ○      
 遍界芳彩    ○   
 無機    ○   
 観義     ○ 西芳寺西来堂襖絵 
 超玄     ○  
 晋寧     ○  
 夢窓慈恵 ○      
 択音充光    ○   
1970 年 法然上人一枚起請文 ○      
 意志  ○     
 生動  ○     
 手をつなぐ  ○     
1971 年 慈 ○      
76 
 
 華麗    ○   
 静風自来    ○  法然院方丈桃山襖絵 
 快風悦水    ○   
 古徳安道   ○    
 浄妙慶處   ○    
 雲華西来    ○  法然院書院望西閣襖絵 
 香雲満堂    ○   
1972 年 光輝   ○    
 十年十声 ○      
 豊穣   ○    
 粲光和風    ○   
 和     ○  
 光    ○   
1974 年 豊雲   ○    
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第 3 章 堂本印象の抽象表現への展開 
序 




第 2 節 欧州視察後の意識と線への回帰 
    1.堂本の 1960 年に至る表現の展開 
    2.西洋の抽象絵画と堂本 
第 3 節 欧州視察後の文献に見る抽象表現への思想 
    1.堂本における創造の観点 
    2.技法から表現への移行 

















第 1 節では、1952 年の欧州滞在時の様子を記した『美の跫音』から、西洋美術から
84 
 

























また堂本は、ミケランジェロ・ブオナローティ（ Michelangelo di Lodovico 
Buonarroti Simoni,1475-1564）の《最後の審判》に関して、「群像の塊を画面上の構
成の重点と捉えて、主題であるキリストのいる空間の奥行を表出している 7」と示し、









































































































































































第 2 節 欧州視察後の意識と線への回帰 




とで差別化 37されることが多い。つまり、欧州視察を行った 1952 年から、1960 年に抽
象表現の初出とされる、図 1-30 で示した《宇宙軌跡》が発表され、代表作とされる《交
響》が発表された 1961 年までの約 9 年間に、堂本は表現を展開させていると考えられ
る。 




































1.堂本の 1960 年に至る表現の展開 
 堂本の表現において抽象表現が発表された時期は 1955 年である。本節では、この時



































































その際に注目できる事柄は 1957 年にタピエが来日した際に堂本と面会している 52点





























































































































 「問 抽象の世界に飛びこまれた動機はどこにあったのですか。 





 「問 去年、出版された画集な中で富永惣一氏は、抽象への転向を、超論理的な 
飛躍という言葉で解釈していますが・・・・。 





 「問 とにかく思い切って今のような仕事に入られたわけですが、いろんな批判 
を受けられたことでしょうね。  
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第 4 章 抽象表現の空間表出と線の役割 
序 






第 2 節 金属箔による表現効果 
 1.宗教と金色 
  2.色面としての金属材料 
3.金属箔の線と絵具の線の関係 
























 第 2 節では、日本絵画における箔の表現効果を概観した後、堂本の「金」に対する
感覚を示す。そして、堂本の表現に見られる金属箔の箇所について、第 1 節で取り上
げた、絵具によって描画された線との関係について文献を基に述べる。 
 第 3 節では、第 1 節、第 2 節で行った考察を踏まえて画面の空間表出について彩色
法と余白の表現から示す。  
 














































































































































































































具墨 1 薄墨 
和紙の繊維が胡粉により隠蔽されている 和紙の繊維が確認できる 岩絵具の粒子感が確認できる 
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第 5 章 自作の展開 
序 
第 1 節 具象表現への線の造形の導入 
































































































































































































































室編：『図解 日本画用語辞典』東京美術、2007 年、101 頁参考） 
2 本作品で主題とした句は、『古事記』に記されている、「日下江の 入江の蓮 花蓮   
  身の盛り人 羨しきろかも」の句である。（山口佳紀・神野志隆光校訂・訳：『日本




























































第 1 節 研究の概括、及び本論の結論 
1.研究の概括 
2.本論の結論 
第 2 節 今後の展開と課題 
 












した。そして、1960 年代から 1970 年代の時代背景の確認と、橋本明治をはじめとし
























































































    




























































































































































































更に、本論の第 3 章第 2 節で取り上げた 1961 年の渡欧とその前後の事例に関する詳
細な情報の収集と分析も、今後の課題として取り上げるべきであろう。本論では堂本
の足跡からその点の資料を収集したが、今後はタピエやマチューの動向を調査するこ
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